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第 ２ 号

　
新
潟
県
議
会
９
月
定
例
会
が
、
９
月
24
日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
議
会
に
引
き
続
き
、
県
財
政
が
危
機
に
陥
っ
た
原
因
と
責
任
の
所
在
を
中
心
に
論
戦
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
花
角
英
世
知
事
は
「
将
来
の
見
通
し
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
原
因
を
明

確
に
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。「
誤
っ
た
判
断
を
し
た
責
任
は
、
組
織
と
し
て
の
県
に
あ
る
」
と

責
任
の
所
在
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
「
議
会
に
も
お
諮
り
を
し
」
た
と
責
任
を
転
嫁
す
る
か
の
よ

う
な
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
ひ
ぐ
ち
秀
敏
県
議
は
、
一
問
一
答
で
知
事
と
質
疑
す
る
連
合
委

員
会
で
、
医
療
体
制
や
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
花
角
知
事
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
樋
口
県
議
が
委
員
会
を
代
表
し
て
趣
旨
説
明
し
た
「
地
方
の
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

樋
口
　
厚
生
労
働
省
は
９
月
26

日
に
再
編
・
統
合
の
議
論
が
必

要
な
病
院
名
を
公
表
し
た
。
魚

沼
地
域
の
医
療
再
編
は
４
年
前

に
行
わ
れ
た
ば
か
り
だ
が
、
再

編
区
域
内
の
病
院
が
３
つ
含
ま

れ
て
い
る
。
魚
沼
地
域
の
医
療

再
編
は
最
善
の
も
の
と
し
て
進

め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
魚
沼
基

幹
病
院
の
全
面
開
院
を
急
ぎ
、

計
画
の
完
成
を
図
る
べ
き
だ
。

知
事
　
国
の
再
検
証
要
請
は
機

械
的
に
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、

必
ず
し
も
地
域
の
実
情
が
考
慮

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
直
ち

に
再
編
統
合
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
い
。
魚
沼
地
域
の
医
療

再
編
は
、
従
前
は
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
高
度
医
療
、
三
次
救
急

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
魚

沼
基
幹
病
院
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
地
域
完
結
型
の
医
療
を
め

ざ
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
運

営
財
団
で
は
令
和
３
か
ら
４
年

度
の
病
棟
フ
ル
稼
働
を
め
ざ
し

て
お
り
、
県
と
し
て
も
計
画
の

完
成
を
図
っ
て
い
く
。

樋
口
　
10
月
１
日
の
新
潟
日
報

の
企
画
記
事
に
知
事
の
「
防

災
・
減
災
対
策
を
も
う
一
段
高

い
レ
ベ
ル
で
加
速
さ
せ
る
」「
防

災
の
た
め
の
施
設
整
備
を
進
め

る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ

れ
た
。
防
災
・
減
災
が
聖
域
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
厚
生
労

働
省
か
ら
再
編
・
統
合
の
議
論

が
必
要
な
病
院
名
が
公
表
さ

れ
、
県
民
に
地
域
の
病
院
が
な

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
が
、
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

重
要
な
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
い

て
い
る
。
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

の
大
量
退
職
は
病
院
の
運
営
に

大
き
く
か
か
わ
る
問
題
だ
。
病

院
局
の
制
度
を
含
め
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
離
職
防
止
に
向

け
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制

度
が
現
行
制
度
を
上
回
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
。

知
事
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
制
度
や
水
準
等
は
、
地
方

公
務
員
法
等
に
規
定
す
る
職
務

給
の
原
則
、
均
衡
の
原
則
等
に

基
づ
き
適
切
に
決
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員

の
従
事
す
る
職
務
の
内
容
等
が

任
命
権
者
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
か
ら
、
具
体
の
制
度
は
各
任

命
権
者
が
定
め
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

う
な
体
制
で
臨
む
の
か
。

知
事
　
中
越
沖
地
震
対
応
時
と

同
水
準
の
本
部
要
員
を
維
持
し

て
い
る
。
本
県
の
み
で
対
応
が

困
難
な
大
規
模
災
害
発
生
時
に

は
、
他
の
都
道
府
県
か
ら
人
的

支
援
を
受
け
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

樋
口
　
東
京
電
力
は
山
形
県
沖

地
震
後
に
柏
崎
刈
羽
原
発
の
使

用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却

用
電
源
に
「
異
常
が
あ
る
」
と

誤
っ
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
周
辺
自

治
体
に
送
信
し
た
。
知
事
は
記

者
会
見
で
「
説
明
な
り
言
葉
は

も
う
い
い
の
で
、
ま
さ
に
行
動

と
実
績
で
示
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
東
電
を
批
判
し
て
い

る
。
台
風
15
号
の
停
電
対
応
で

も
被
害
の
全
容
を
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ミ
ス

を
繰
り
返
す
東
京
電
力
に
柏
崎

刈
羽
原
発
を
動
か
す
資
質
が
あ

る
と
考
え
る
か
。

知
事
　
台
風
15
号
に
よ
る
停
電

対
応
は
、発
言
は
差
し
控
え
る
。

東
京
電
力
の
柏
崎
刈
羽
原
発
を

動
か
す
こ
と
に
関
す
る
適
格
性

は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全
性

確
認
の
中
で
、確
認
し
て
い
く
。

く
な
る
の
で
は
と
の
不
安
を
与

え
て
い
る
。
防
災
・
減
災
の
み

を
聖
域
化
す
る
こ
と
な
く
、
県

立
病
院
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
へ
き
地
医
療
な
ど
の
役

割
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
改
革
議

論
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

知
事
　
特
定
の
分
野
を
聖
域
化

す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て

い
な
い
。
地
域
で
必
要
と
さ
れ

る
持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
だ
。
一
方
で
県
立
病
院

を
取
り
巻
く
医
療
環
境
は
大
変

厳
し
く
、
危
機
的
な
経
営
状
況

に
あ
る
。
県
立
病
院
経
営
委
員

会
か
ら
の
提
言
や
行
財
政
改
革

行
動
計
画
等
を
踏
ま
え
、
県
立

病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
・
あ

り
方
や
機
能
・
規
模
な
ど
を
検

討
す
る
。
地
域
の
基
幹
的
な
病

院
と
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携

を
深
め
、
相
互
補
完
の
中
で
地

域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
地
域
内
で

こ
た
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

樋
口
　
県
立
病
院
で
は
多
く
の

樋
口
　
県
の
一
般
行
政
職
員
は

２
０
０
５
年
度
か
ら
17
年
度
ま

で
に
１
２
６
７
人
が
削
減
さ
れ

た
。
新
潟
県
行
財
政
改
革
行
動

計
画
（
案
）
で
は
「
業
務
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
着
実
に
定
員

削
減
に
取
り
組
む
」
と
し
て
い

る
。
今
後
の
災
害
時
に
ど
の
よ

地
域
医
療
を
守
る
意
見
書
採
択

知
事 

責
任
は
明
言
せ
ず

９月定例会

東
電
の
適
格
性
示
さ
ず

魚
沼
医
療
再
編
の
完
成
図
る

　連
合
委
員
会

連合委員会で医療課題など、知事の姿
勢をただす樋口県議

地方の地域医療を守ることを
求める意見書

　国会並びに政府におかれては、地方
の地域医療を守っていくために、下記
の事項を強く要望する。

記

１　国の医療制度改革に当たっては、
地方の実情に十分配慮すること。

２　不採算医療を担うという自治体が
設置する病院等の公立・公的医療機
関の役割に鑑み、交付金をはじめと
した支援に意を用いること。

新潟県議会議長

衆議院・参議院議長　様
内 閣 総 理 大 臣　様
財務・総務・厚労大臣　様
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ひ
ぐ
ち
秀
敏
議
員
の
、
厚
生
環
境
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
問

と
執
行
部
の
答
弁
は
次
の
と
り
で
す
。

来
年
度
は
13
病
院
維
持

来
年
度
は
13
病
院
維
持

病

　院

　局

病

　院

　局

ス
キ
ー
Ｗ
Ｃ
準
備
進
む

ス
キ
ー
Ｗ
Ｃ
準
備
進
む

県
民
生
活
・
環
境
部

県
民
生
活
・
環
境
部

厚
労
省
発
表
に
広
が
る
不
安

厚
労
省
発
表
に
広
が
る
不
安

福
祉
保
健
部

福
祉
保
健
部

人
員
削
減
は
災
害
時
に
不
安

人
員
削
減
は
災
害
時
に
不
安

防

　災

　局

防

　災

　局

樋
口
　
県
立
病
院
の
役
割
・
あ

り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

病
院
局
長
　
へ
き
地
等
に
お
け

る
医
療
や
救
急
、
精
神
な
ど
の

不
採
算
、
特
殊
部
門
に
関
わ
る

医
療
、
民
間
で
は
困
難
等
の
高

度
医
療
と
考
え
て
い
る
。

樋
口
　
人
事
委
員
会
か
ら
給
与

引
き
上
げ
勧
告
が
出
さ
れ
た
場

合
、
尊
重
す
る
か
。
行
財
政
改

革
行
動
計
画
（
案
）
と
の
整
合

を
ど
う
図
る
か
。

病
院
局
長
　
勧
告
制
度
は
労
働

基
本
権
の
代
償
措
置
で
、
尊
重

す
べ
き
。
し
か
し
、
歳
出
削

減
、
歳
入
確
保
に
取
り
組
ん
で

も
収
支
不
足
を
埋
め
き
れ
な
い

樋
口
　
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
２
０
に
い
が
た
湯
沢
苗
場

大
会
が
来
年
２
月
22
・
23
日
に

開
催
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
の
準

樋
口
　
中
央
福
祉
相
談
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
た
。
畳
や
壁
の

痛
み
が
ひ
ど
い
。
長
岡
、
上
越

を
含
め
た
施
設
整
備
の
予
定
は
。

児
童
家
庭
課
長
　
中
央
は
近
日

中
に
予
算
配
当
、
修
繕
の
見
込

み
。
一
時
保
護
所
は
ハ
ー
ド
整

備
が
必
要
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。
物
件
を

探
す
な
ど
検
討
を
始
め
て
い
る
。

樋
口
　
一
時
保
護
所
の
夜
間
の

嘱
託
員
が
集
ま
ら
な
い
と
聞

く
。
正
規
職
員
に
よ
る
交
代
制

に
切
り
替
え
ら
れ
な
い
か
。

児
童
家
庭
課
長
　
中
央
は
２
名

の
欠
員
が
生
じ
、
１
名
確
保
し

た
。
人
材
確
保
に
努
め
る
。
採

用
困
難
だ
け
を
も
っ
て
切
り
替

え
に
は
な
ら
な
い
。

樋
口
　
若
草
寮
は
来
年
度
か
ら

指
定
管
理
で
の
運
営
が
決
ま
っ

て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
交

代
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
も

あ
る
の
で
、
現
在
の
職
員
を
派

遣
等
で
残
せ
な
い
か
。

児
童
家
庭
課
長
　
派
遣
は
想
定

し
て
い
る
。

樋
口
　
指
定
管
理
移
行
に
伴
い
、

現
在
の
職
員
定
数
を
児
童
相
談

所
の
夜
間
な
ど
に
振
り
替
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

児
童
家
庭
課
長
　
福
祉
保
健
部

の
中
で
活
用
で
き
る
よ
う
人
事

課
に
要
望
し
て
い
く
。

樋
口
　
魚
沼
基
幹
病
院
の
包
括

ケ
ア
病
棟
の
稼
働
状
況
は
。

樋
口
　
台
風
15
号
に
よ
る
被
害

状
況
把
握
の
遅
れ
は
、
自
治
体

の
職
員
不
足
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
る
。
行
財
政
改
革
行
動
計

画
（
案
）
で
は
「
着
実
に
定
数

削
減
に
取
り
組
む
」
と
あ
る
。

さ
ら
な
る
人
員
定
数
の
削
減

は
、
今
後
の
災
害
対
応
に
不
安

樋
口
　
来
年
４
月
、
13
病
院
を

動
か
す
か
は
こ
れ
か
ら
の
検
討

か
。

総
務
課
長
　
来
年
４
月
は
、
13

病
院
維
持
の
方
向
で
考
え
て
い

る
。

樋
口
　
県
立
病
院
で
は
、臨
時
・

パ
ー
ト
職
員
も
定
数
だ
。
大
量

の
離
職
や
応
募
者
が
少
な
い
と

病
院
運
営
に
支
障
を
来
す
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
処

遇
の
改
善
に
つ
な
げ
る
べ
き

だ
。

総
務
課
長
　
国
や
他
県
、
県
内

と
見
込
ま
れ
、
臨
時
特
例
的
な

削
減
が
必
要
と
い
う
の
が
県
の

見
解
。

樋
口
　
今
年
度
末
の
退
職
見
込

み
と
来
年
度
の
採
用
予
定
は
。

総
務
課
長
　
退
職
予
定
者
は
約

１
０
０
人
、
派
遣
か
ら
の
復
帰

者
は
約
10
人
、
合
格
決
定
は
59

人
。

樋
口
　
来
年
度
は
現
在
あ
る
13

病
院
を
動
か
す
に
足
る
人
数

か
。

総
務
課
長
　
国
か
ら
の
再
検
証

要
請
、
県
立
病
院
経
営
委
員
会

の
最
終
提
言
も
踏
ま
え
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。

備
状
況
は
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長
　
昨
年
、
組
織

委
員
会
、
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
。
９
月
18
・
19
日
に
国

際
ス
キ
ー
連
盟
の
現
地
視
察
を

受
け
、
具
体
的
な
準
備
を
進
め

て
い
る
。

樋
口
　
視
察
を
受
け
て
県
の
持

ち
出
し
（
予
算
）
増
は
な
い
か
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長
　
大
会
経
費
の

増
加
に
つ
な
が
る
大
き
な
指
摘

は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

樋
口
　
今
後
の
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

ス
ポ
ー
ツ
課
長
　
苗
場
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
、
越
後
湯
沢
駅
、
県

内
ス
キ
ー
場
な
ど
に
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
配
布
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。関
係
機
関
、

湯
沢
町
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

を
図
る
。

基
幹
病
院
整
備
室
長
　
当
初
の

20
床
は
埋
ま
り
、
10
月
１
日
に

48
床
に
増
床
し
た
。

樋
口
　
魚
沼
基
幹
病
院
の
、
現

在
の
医
師
確
保
の
状
況
は
。

基
幹
病
院
整
備
室
長
　
８
人
と

面
談
し
た
が
条
件
面
で
折
り
合

わ
ず
、採
用
に
至
っ
て
い
な
い
。

樋
口
　
看
護
師
の
来
年
度
の
確

保
見
込
み
は
。

基
幹
病
院
整
備
室
長
　
プ
ロ

パ
ー
職
員
が
１
人
定
年
退
職
。

を
感
じ
る
。

危
機
対
策
課
長
　
よ
り
実
践
的

な
訓
練
、
研
修
を
強
化
し
、
即

応
力
の
強
化
に
努
め
る
。

樋
口
　
計
画
案
が
実
行
に
移
っ

て
い
く
中
に
お
い
て
、
現
場
が

回
る
立
場
で
意
見
し
て
ほ
し

い
。

派
遣
職
員
１
２
７
人
の
う
ち
復

帰
人
数
は
未
定
。
新
規
採
用
は

25
人
の
採
用
計
画
に
27
人
確

保
。
既
卒
者
は
10
月
１
日
現
在

10
人
採
用
。
計
画
の
25
人
確
保

に
努
め
る
。

樋
口
　
厚
生
労
働
省
が
発
表
し

た
再
編
・
統
合
が
必
要
な
病
院

に
北
・
南
魚
沼
の
病
院
が
３
つ

含
ま
れ
て
い
る
。
魚
沼
地
域
の

医
療
再
編
は
ベ
ス
ト
と
い
う
認

識
で
よ
い
か
。

副
部
長
　
あ
る
程
度
、
適
当
と

考
え
進
め
て
き
た
。
医
療
情
勢

が
変
わ
り
、
地
域
医
療
構
想
と

い
う
新
し
い
枠
組
み
の
中
で
、

今
ま
た
魚
沼
の
地
で
も
改
め
て

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

樋
口
　
病
院
が
な
く
な
る
と
不

安
に
思
っ
た
人
が
多
く
い
る
と

思
う
。
福
祉
保
健
部
と
し
て
も

地
元
に
説
明
す
べ
き
だ
。

医
務
薬
事
課
長
　
10
月
に
再
編

要
請
対
象
医
療
機
関
、市
町
村
、

保
健
所
等
を
集
め
た
説
明
会
を

開
催
。
国
が
示
し
た
資
料
に
つ

い
て
説
明
し
、
情
報
共
有
を
図

る
。

民
間
の
制
度
及
び
水
準
を
考
慮

し
、
円
滑
な
制
度
移
行
に
努
め

る
。

樋
口
　
行
財
政
改
革
の
中
、
防

災
・
減
災
が
聖
域
に
な
っ
て
い

な
い
か
。
病
院
事
業
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
く
決
意
を
伺
う
。

病
院
局
長
　
県
立
病
院
で
し
か

果
し
得
な
い
役
割
、
使
命
が
大

変
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
が
今

後
も
き
ち
ん
と
果
た
せ
る
よ
う
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

再編・統合議論の対象とされた、
ゆきぐに大和病院

再編・統合の議論の必要があるとされた県内の病院

医療圏 医療機関

下越
県立坂町病院（村上市）
県立リウマチセンター（新発田市）

新潟

厚生連新潟医療センター（新潟市）
国立病院機構西新潟中央病院（同）
厚生連豊栄病院（同）
あがの市民病院（阿賀野市）

県央
県立吉田病院（燕市）
厚生連三条総合病院（三条市）
県立加茂病院（加茂市）

中越
見附市立病院（見附市）
国立病院機構新潟病院（柏崎市）
厚生連小千谷総合病院（小千谷市）

魚沼

魚沼市立小出病院（魚沼市）
南魚沼市立ゆきぐに大和病院（南魚沼市）
町立湯沢病院（湯沢町）
県立松代病院（十日町市）

上越

上越地域医療センター病院（上越市）
新潟労災病院（同）
県立柿崎病院（同）
厚生連けいなん総合病院（妙高市）
県立妙高病院（同）

佐渡 佐渡市立両津病院（佐渡市）


